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A－109　ポリプ3. ノール化合物の 加熱に

○福山市立女子短大　三

よる褐変反応icついて

谷　璋子 広島大教育　守　康則

〈目的〉･ポリフヱノ― ルは植物界に広く分布し、酵素や自動酸化などＲ:Iよる変化を受け易

く、食品の褐変や香味などの品質低下をきたすことが多い。ポリフヱノ’－ルの非酵素的褐

変は、自動酸化や加熱、叫、金属イオンなどいろいろの要因により誘起され、促進される

が、酵素的褐･変に比較して、非酵素的褐変については、比較的研究が少ない。しかし、ポ

リフヱノールの加熱による褐変は、食品の加工、調理の点より重要視され、注目される。

したがって、ポリフヱノール。特IC カテコ―ルを主体に加熱によりポリフヱノールの褐変

反応を検討した。

〈方法〉2×/dへ　ポリフヱノール水溶液/∂mlと水/0 mlもしくは水の代わりに２×/ぶ|の糖類、

アミノ酸、アスコルビン酸水溶液/θmlを試験管に入れ密栓-して、/の'cにてぷ時間加熱処理

し、経時的に褐変度{ 0.D.430 mn )および吸収スペクトルの変動を調べた。カテコールの加熱

褐一変反応物は、Sephadex G-25 カラムクロマトグラフィーより分離し、画分について還元力と

紫外吸収特性を調べた。

〈結果〉／.　ポリフヱノールは加熱により褐変し、カテコールはi, O'c以上の加熱により褐

変しヽ/の゜c ttおいては顕著な｡褐変を起こす。また、特にアルカリ性域(. vfiso)において

褐変は著しい。カテコールの加熱褐変にともなって還元力が増加し、還元性物質の生成が

考えられる。。z.　還元糖およびアスコルビン酸はカテコールの加熱褐変反応を抑制し、特

にアスコルビン酸は顕著な抑制作用を示す。アミノ酸は一般的には促進する。s.　加熱褐

変反応物はSephadex G- 25 カラムクロマトグラフィーにより2つのp-1、P-2　の画分を得た。




